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要旨
　本稿の研究では、福祉科高等学校の生徒の福祉に対す
る意識や福祉教育の現状を明らかにし、福祉科高等学校
のあり方について検討・考察することを目的とした。福
祉科高等学校の生徒３４６名に調査を行った結果、以下に
挙げる３点が明らかとなった。
①　高校福祉科のカリキュラムについて、４４.５％の生徒
が「もっと深く学びたい」と答え、５４.３％の生徒が｢現
在のままのカリキュラムでよい｣と答えた。
②　３０％の生徒が「将来的に福祉職に就きたくない」と
近畿地方における福祉科高等学校生徒の
福祉意識に関する調査報告
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In this paper, we clarify “consciousness for the welfare of the student in welfare course 
Senior High School on Kinki district”，and Furthermore, I assume that I examine and 
consider “an ideal method of welfare course Senior High School” a study purpose. As a 
result of having investigated it to ３４６ students in welfare course Senior High School, two 
points to raise below became clear.
①About a curriculum of welfare course Senior High School, ４４.５% students answered 
“wanted to study more deeply” and ５４.３% student answered “were good by a curriculum 
with the present” on.
②The ３０% student answer “does not want to get a welfare job in the future” and feel a 
difference with an ideal from “welfare learning” or “the training experience in the 
welfare institution” practically and hope for work except the welfare.
③The ７５.７% of students recognize the importance that many high school students learn 
about “the welfare”.
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答え、「福祉学習」や「福祉施設での実習経験」等から
理想と現実に違いを感じ、福祉以外での仕事を望んで
いた。
③　７５.７％の生徒が、「福祉」について学ぶ重要性を認識
している。
Ⅰ　はじめに
　近年の急速な高齢化の進展は、福祉人材に対する需要
を増大させている。質の高い福祉専門職養成が今日切実
に求められている。そのような中、福祉科高等学校で
は、卒業時に訪問介護員資格や介護福祉士の受験資格を
付与されるケースが多い。つまり、福祉科高等学校の卒
業生には、介護人材の担い手としての役割が期待されて
いる。
　文部科学省の定める学習指導要領では、「主体的に問
題を解決する能力、創造的な能力と実践的態度」が課題
とされている。では、実際に福祉科の生徒が上記の課題
を学んでいるのかと筆者らは疑問に感じた。また、「何
故、福祉科高等学校を選択し、どのように福祉を捉えて
いるのか」ということに着目した。
Ⅱ　調査内容
１　調査方法
　１）調査対象
　協力の得られた近畿地方の「福祉科・福祉コースが設
置されている高等学校の福祉科」で、調査の承諾を得ら
れた１０校に在学している２～３年生３４６人を対象に、自
記式調査票を用いて留置調査を行った。調査は日本社会
福祉学会の倫理指針に基づき行った。この調査は地域に
よって福祉意識が異なる可能性を考慮し、今回は近畿地
方の高校を選定した。
　２）調査期間
　　　２０１０（平成２２）年１０月２０日～１１月１５日
　３）調査項目
　　①高校福祉科について
　高校福祉科に対して、満足しているか、どのように感
じているかを把握するために、以下の設問を行った。設
問１．「福祉科の高等学校を選択してよかったと思うか」
設問２．「あなたが通われている高校のような、福祉を
教える学校が増えたほうがよいと思うか」という質問を
設けた。
　　②学習内容について
　高校福祉科の学習内容に対して、満足しているか、ど
のように感じているかを把握するために、以下の設問を
行った。設問１．「高校生の段階では、現在の学習内容
で十分と思うか」設問２．「現在のように福祉を学びは
じめるのは、高等学校からでよいと思うか」「福祉は、福
祉に関心がある生徒だけが学べばいいと思うか」という
質問を設けた。
　　③将来の進路について
　福祉を学んだ結果、実際に就職に活かそうと考えてい
るのか、福祉職に対する関心を把握するために「将来福
祉職に就きたいと思うか」、「卒業後すぐに福祉職に就き
たいと思うか」という質問を設けた。
２　調査結果
　調査の結果、福祉科のある高等学校２～３年生（計１０
校）の協力を得ることができた。回答者の内、男子生徒
は９８名（２８.３％）で、女子生徒は２２８名（７１.７％）で、合
計３４６名から回答を得た。回答者の内、高校２年生が１５３
名（４４.２％）で、高校３年生が１７３名（５５.８％）であった
（表３）。
　１）高校福祉科について
　「高校福祉科を選んでよかったか」という設問では、
「はい」と回答したのは３１２名（９０.２％）、「いいえ」は１２
名（３.５％）、「その他」は２２名（６.３％）であった（図１）。
　「福祉を教える高校を増やすべきか」という設問では、
｢増やしたほうがいい｣と回答したのは２７２名（７８.６％）、
表３　回答者の一覧
合　計高校３年生高校２年生
　９８名（１００％）　５３名（５４.１％）　４５名（４５.９％）男子生徒
２２８名（１００％）１２０名（５２.６％）１０８名（４７.４％）女子生徒
３４６名（１００％）１７３名（５５.８％）１５３名（４４.２％）合計
図１　高校福祉科を選んでよかったか
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「このままでいい」は７０名（２０.２％）、「減らしたほうが
いい」は２名（０.６％）、無回答２名（０.６％）であった
（図２）。
　２）学習内容について
　｢福祉は、関心のある生徒だけが学べばよいか｣という
設問で、「はい」と回答したのは６４名（１８.５％）、「いいえ」
２６２名（７５.７％）、「その他」１８名（５.２％）、無回答２名
（０.６％）であった（図３）。
　「現在通っている高等学校福祉科の学習内容は十分か」
という設問では、「もっと深く学びたい」と回答したのは
１５４名（４４.５％）、｢現在のままでよい｣は１８８名（５４.３％）、
「もっと浅くてもよい」は２名（０.６％）、無回答２名
（０.６％）であった（図４）。（表４）。
　次に「高校福祉科を選んで良かったか」という設問と
「高校福祉科の学習内容は十分か」という設問のクロス
集計を行った。「選んで良かった」と回答した生徒は
「もっと深く学びたい」１５２名（４８.７％）、「そのままでよ
い」１５８名（５０.６％）が多かった。反対に「選んで良かっ
たと思わない」と回答した生徒は、「そのままでよい」１０
名（８３.３％）、「もっと浅くて良い」２名（１６.７％）であっ
た（表４）。
　「福祉を学びはじめるのは高校からでよいか」と設問
では、「はい」と回答したのは２７０名（７８.０％）、「いいえ」
５６名（１６.２％）、「その他」１８名（５.２％）、無回答２名（０.６％）
であった（図５）。
図２　福祉を教える高校を増やすべきか
図３　福祉は関心のある生徒だけが学べばよいか
図４　現在通っている高校福祉科の学習内容は十分か
表４　高校福祉科の学習内容について
学習内容は十分か
総計無回答もっと浅くそのままもっと深く
３１２名　
（１００.０％）
２名　
（０.６％）
０名　
（０％）
１５８名　
（５０.６％）
１５２名　
（４８.７％）
は
い
高
校
福
祉
科
を
選
ん
で
よ
か
っ
た
１２名　
（１００.０％）
０名　
（０％）
２名　
（１６.７％）
１０名　
（８３.３％）
０名　
（０％）
い
い
え
２２名　
（１００.０％）
０名　
（０％）
０名　
（０％）
２０名　
（９０.９％）
２名　
（９.１％）
そ
の
他
３４６名　
（１００.０％）
２名　
（０.６％）
２名　
（０.６％）
１８８名　
（５４.３％）
１５４名　
（４４.５％）
総
計
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　３）将来の進路について
　「卒業後すぐに福祉職に就きたいか」という設問では、
「はい」と回答したのは７０名（２０.２％）、「いいえ」２５０名
（７２.３％）、｢その他｣２４名（６.９％）、無回答２名（０.６％）
であった（図６）。
　「将来的に福祉職に就きたいか」という設問では、「は
い」と回答したのは１８４名（５３.２％）、「いいえ」１０４名
（３０.０％）、「その他」５６名（１６.２％）、無回答２名（０.６％）
であった（図７）。
 
　次に「卒業後すぐに福祉職に就きたいか」という設問
と「将来福祉職に就きたいか」という設問のクロス集計
を行った。「福祉職に卒業後すぐに就きたい」と回答し
たのは６８名（１９.７％）、「将来福祉職に就きたいが卒業後す
ぐには就かない」は１０６名（３０.６％）、「福祉職に就かない」
と答えた生徒は１０２名（２９.５％）、「その他」は７０名（２０.２％）
であった（表５）（図８）。
 
図５ 福祉を学び始めるのは高校からでよいか
図６　卒業後すぐに福祉職に就きたいか
図７　将来的に福祉職に就きたいか
表５　将来の進路と福祉職に対する思いについて
卒業後すぐに福祉職に就きたいか
総計無回答その他就かない就きたい
１８４名　
（１００.０％）
０名　
（０％）
１０名　
（５.４％）
１０６名　
（５７.６％）
６８名　
（３７.０％）
就
き
た
い
将
来
福
祉
職
に
１０４名　
（１００.０％）
０名　
（０％）
２名　
（１.９％）
１０２名　
（９８.１％）
０名　
（０％）
就
か
な
い
５６名　
（１００.０％）
０名　
（０％）
１２名　
（２１.４％）
４２名　
（７５.０％）
２名　
（３.６％）
そ
の
他
２名　
（１００.０％）
２名　
（１００.０％）
０名　
（０％）
０名　
（０％）
０名　
（０％）
無
回
答
３４６名　
（１００.０％）
２名　
（０.６％）
２４名　
（６.９％）
２５０名　
（７２.３％）
７０名　
（２０.２％）
総
計
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Ⅲ　考察
１　高校福祉科のあり方、学習内容について
　「福祉科の高校を選んでよかったか」の問に対しては、
９０.２％の生徒が「はい」と回答しており、多くの生徒が
高校福祉科の選択に満足していると思われる。
　これに関連し、田中は先行研究の中で、高校福祉科入
学生の福祉に関する意識や関心は総じて高いことを明ら
かにしている１）。また、教育社会学者の本田由紀は現代
社会を、特に若者が『自分が社会の中で何者でありえる
のか』に対する基準や答えを出せなくなっている現状を
指摘している２）。今回の調査の中では、高校福祉科入学
生はそれぞれに高い入学動機をもち、高校の普通科志向
が強い中であえて福祉科を選び、競争原理や効率主義と
は異なった世界で自分が活躍していくイメージを抱いて
いるのではないかと考えられる。
　「福祉を学びはじめるのは高校からでよいか」では、
７８.０％の生徒が「はい」と回答しており福祉教育を高校
生の段階から学んでいることに満足していると筆者らは
考える。
　「福祉は、関心のある生徒だけが学べばよいか」では、
７５.７％の生徒は「いいえ」と回答しており、もっと一般
教養として福祉教育が浸透することを望んでいると思わ
れる。
　「現在通っている学校の学習内容は十分か」では、調査
の結果ほぼ全員が「もっと深く学びたい」、「このままで
よい」の２つの意見に分かれた。「もっと深く学びたい」
と望む生徒は福祉教育に強い関心があり、「このままで
よい」と回答した生徒は、現在の学習内容に満足してい
ると思われる。
　田中は、高校福祉科卒業生の在学中の傾向について、
多くの生徒が授業に満足しており、高い入学動機をかな
える形で学習実践が行われていたことを報告してい
る４）。また、一方では「進路状況をみると上級学校へ進学
する生徒も半数おり、普通教科の学習への評価がおしな
べて低いことや『普通科目が少ない』といった声から、
普通教科と専門教科のバランスのとり方が課題となって
いるのも事実である」と述べており３）、この点は今後議論
が深められるべきであろう。さらに田中は別稿の中で、
記録に関する教育の必要性がより高まってきていること
を述べている４）。この点は、今後より強化されていくべ
き課題であろう。
　「福祉を教える学校を増やすべきか」では、「増やした
ほうがいい」と回答したのは１３６名（７８.６％）となってお
り、福祉の知識や技術の必要性が生徒に対して広がって
きたためと思われる。
２　将来の進路について
　「卒業後すぐに福祉職に就きたいか」では、「その他」
と回答した生徒は６.９％で、理由として保育士や看護師等
を視野に入れていると回答した生徒が複数いた。福祉を
学んでいった中で医療・看護・保育等に関心を持ったと
思われる。
　「将来的に福祉職に就きたいか」では、３０.０％の生徒が
「いいえ」と回答しており、福祉学習や福祉施設等へ訪
問・実習で理想と現実の違いを感じ、将来の職業として
福祉職に関心が持てない、他の職業に関心を持った等が
考えられる。
　「将来的に福祉職に就きたいか」と「卒業後すぐに福祉
職に就きたいか」からクロス集計を行った結果、３０.６％
の生徒が「将来的に福祉職に就きたいが今すぐには就か
ない」と回答した。高校卒業後も更に福祉を学び、その
後就職したいと考えていると思われる。
　「１）高校福祉科について」「２）学習内容について」
「３）将来の進路について」考察してきたが、全体的に
は高校での専門的福祉教育に満足しており、福祉学習に
対して積極性が感じられた。また、一般教養として福祉
の知識や情報が浸透することを望んでいると思われる。
進路に関しては、卒業後福祉職に就く生徒、大学や専門
学校で更に福祉を学ぶ生徒、福祉を学んでいく中で看護
や医療により関心を持った生徒、福祉職以外に就職する
生徒等がいることがわかった。
　これに関連して、本田は、「教育の職業的意義」につい
ての考察を行っている。本田は、かねてからメディアに
蔓延する誤った「ニート」言説等に対して詳細なデータ
分析を紹介しながら批判を行ってきた論者である。同氏
は一貫して「生きる力」「キャリア教育」「コミュニケー
ション能力」「人間力」など抽象的でつかみにくい概念
図８　卒業後または将来的に福祉職に就きたいか
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が社会に浸透したことに反論をしている。その上で、よ
り具体的な「柔軟な専門性」を若者が身につけられるよ
うに、専門高校の増設等の提案を行っている。また、そ
れと同時に不当な扱いを受けやすい現在の労働社会にお
いては、労働法等の知識を身につける機会を学校教育の
中で創設し、若者が＜抵抗＞する力を植え付ける必要性
も述べている５）。
　今回の調査では、３０.６％の生徒が「将来的に福祉職に就
きたいが今すぐには就かない」と回答した。これは、急
速な高齢化による要介護高齢者増加に対応する介護人材
の担い手としての高校福祉科の存在意義を根本から覆す
結果であり、高等学校の福祉科等で「福祉関連教科」を
学び「福祉実習」を行ったことがマイナスになっている
可能性があることを示唆するものである。また、小学
生・中学生の将来希望する職業において、「福祉」が選択
されていないのは、近年の日本において小学校・中学校
で実施されてきた「福祉教育」や「福祉交流」が功を奏
していないともいえる。
　しかし、本田が主張する「柔軟な専門性」を身に付け
た若者は、たとえ福祉職に就くことがなくとも、自らが
学んだ価値・知識・技術を社会で生活していく中で発揮
することができるのである。そのような意味においても
高校福祉科は、存在意義の大きいものである。また、保
正は高校福祉科卒業生のライフイベントを分析する中
で、「全体を通してみると、卒業生たちのコメントから
は、福祉分野に限らず他分野や家庭において高校時代に
学んだことを活かしていこうとする姿勢が伝わってく
る」と報告している６）。つまり、「福祉科」「福祉教育」
「福祉交流」イコール「介護人材」と短絡的に結び付け
る社会の方に問題があり、「福祉の知識や技術」「福祉マ
インド」等を持った若者が多く育つことによって、将来
の国民の意識が変化することこそ、高等学校福祉科や小
学校・中学校・高校で実施される「福祉教育」「福祉交
流」の存在意義ともいえる。
 
Ⅳ　結論
　生徒は、現段階の福祉に対する知識・技術・社会的地
位に不安を感じているものの、問題を解決しようという
意識は強いと思われる。生徒の福祉に対する問題解決能
力の向上のために、これまで以上に施設訪問を行い、実
際に福祉現場で活躍している援助者による講義や経験談
等の実践的な学習内容と、様々な経験ができる場の提供
の必要性がある。また、生徒は地域住民への福祉を学ぶ
機会の増加や地域福祉の発展・増進を重要視し、地域の
関係・ふれあいを大切にする必要性も感じているのでは
ないだろうか。
　具体的には地域交流ではボランティア活動・地域行事
への参加・福祉情報の提供等、学校の活動では高校全般
に行事・奉仕活動を積極に行う福祉科目の一般高校への
導入等が考えられる。併せて福祉を身近に感じられる環
境づくりが必要ではないかと考えられる。
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